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福
島
県
環
境
整
備
協
同
組
合
連
合
会
は
５
月
24
日
、
郡
山
市
の
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス

に
て
令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
開
い
た
。
総
会
冒
頭
に
て
、
能
登
半
島
地
震
発
生
直
後
、
当
県
連
を
代

表
し
災
害
支
援
を
行
っ
た
日
東
産
業
㈱
・
松
宮
㈱
の
２
社
・
４
名
に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

　

総
会
で
は
、
浄
化
槽
や
一
般
廃
棄

物
の
適
正
な
維
持
管
理
に
向
け
た
本

年
度
事
業
計
画
を
決
め
た
。
ま
た
、

会
長
所
信
に
て
、
昨
年
度
全
国
的
に

調
査
さ
れ
た
浄
化
槽
維
持
管
理
状
況

の
環
境
省
か
ら
の
発
表
を
受
け
て
、

設
置
基
数
や
保
守
点
検
・
清
掃
の
維

持
管
理
状
況
な
ど
が
正
確
に
反
映
さ

れ
た
浄
化
槽
台
帳
作
成
に
寄
与
す
る

た
め
協
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
や
、

継
続
し
て
当
連
合
会
青
年
部
の
経
験

や
知
識
の
底
上
げ
、
互
い
を
理
解
す

る
機
会
の
創
設
、
そ
し
て
私
た
ち
の

業
務
に
直
結
し
た
対
内
・
外
的
活
動

な
ど
を
積
極
的
に
実
施
で
き
る
様

に
、
各
委
員
会
を
通
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
と
の
宣
言
が
な
さ
れ

た
。

　

議
事
で
は
議
案
第
１
号
の
令
和
５

年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
か
ら
第
７

号
の
役
員
報
酬
決
定
の
件
ま
で
を
審

議
し
、
収
支
決
算
、
事
業
計
画
、
収

支
予
算
、
特
に
委
員
会
及
び
青
年
部

活
動
活
性
化
の
た
め
浄
化
槽
対
策
費

と
青
年
部
活
動
費
の
増
額
、
そ
し
て

事
務
委
託
費
減
少
に
伴
う
組
合
員
賦

課
金
の
減
額
な
ど
を
可
決
し
た
。　

　

事
業
計
画
の
柱
は
①
適
正
業
務
の

推
進
と
適
正
料
金
の
確
保
、
②
組
織

強
化
対
策
活
動
の
推
進
、
③
下
水
道

計
画
の
見
直
し
等
行
政
機
関
へ
の
要

望
活
動
等
の
展
開
強
化
、
④
浄
化
槽

維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
、
⑤
浄

化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
技
術
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
事
業
、
⑥

改
正
浄
化
槽
法
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
⑦
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
と

環
境
経
営
の
推
進
な
ど
。

　

終
了
前
に
は
、
浄
化
槽
委
員
会
の

松
宮
委
員
長
、
廃
棄
物
関
連
委
員
会

の
斎
藤
委
員
長
、
瀬
戸
・
高
橋
新
旧

青
年
部
長
よ
り
昨
年
度
事
業
報
告
と

今
年
度
事
業
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
通
常
総
会
後
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
ご
来
賓
と
し
て
前
衆
議

院
議
員　

根
本 

匠
様
、
県
浄
化
槽

協
会　

紺
野
正
雄
会
長
が
出
席
し
ご

祝
辞
を
賜
っ
た
。

　

先
ず
冒
頭
に
、
本
年
１
月
２
日
に
ご

逝
去
さ
れ
た
全
国
環
整
連
相
談
役
及

び
当
県
連
顧
問
の
故
根
本
茂
さ
ま
の

ご
訃
報
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
根
本
さ
ま

は
、
地
元
い
わ
き
市
で
の
ご
活
躍
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
県
連
の
元
と
な
っ

た
福
島
県
清
掃
組
合
連
合
会
に
て
理

事
や
専
務
理
事
と
し
て
ご
活
躍
し
昭

和
50
年
の
当
県
連
設
立
に
努
力
さ

れ
、
翌
年
の
昭
和
51
年
よ
り
平
成
10

年
ま
で
の
23
年
間
、
当
県
連
２
代
会

長
と
し
て
在
職
時
に
は
、
全
国
環
整
連

及
び
同
東
北
地
区
協
議
会
の
副
会
長
・

会
長
を
歴
任
さ
れ
る
と
共
に
、
関
連

団
体
で
あ
る
全
国
浄
化
槽
団
体
連
合

会
東
北
地
区
協
議
会
や
県
浄
化
槽
協

会
で
も
重
責
に
つ
い
て
ご
活
躍
さ
れ
、

県
内
だ
け
で
な
く
全
国
の
し
尿
清
掃

及
び
浄
化
槽
維
持
管
理
に
関
わ
る
問

題
解
決
に
奔
走
さ
れ
業
界
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
哀
悼
の
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
皆
さ
ま
、
本
年

度
も
当
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
総
会
の
会
長
所
信

に
て
述
べ
た
様
に
、
当
連
合
会
は
浄
化

槽
設
置
基
数
や
保
守
点
検
・
清
掃
の

維
持
管
理
状
況
な
ど
が
正
確
に
反
映

さ
れ
た
台
帳
作
成
に
寄
与
す
る
た
め

協
力
し
、
継
続
し
て
青
年
部
の
経
験

や
知
識
の
底
上
げ
、
互
い
を
理
解
す
る

機
会
の
創
設
、
そ
し
て
私
た
ち
の
業
務

に
直
結
し
た
対
内
・
外
的
活
動
な
ど
を

積
極
的
に
実
施
で
き
る
様
に
各
委
員

会
を
通
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
新
生

さ
れ
た
浄
化
槽
・
廃
棄
物
関
連
の
各
委

員
会
に
よ
る
会
員
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

や
県
内
の
し
尿
汲
取
り
世
帯
の
調
査

を
実
施
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ

ち
ら
の
集
計
結
果
は
、
本
年
度
末
ま
で

に
皆
さ
ま
に
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
新
聞
で
個
別
に
ご
報
告

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で

７
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
廃
棄
物
の
知

識
を
深
め
る
「
廃
棄
物
関
連
委
員
会

研
修
会
」、
浄
化
槽
・
廃
棄
物
関
連
両

委
員
会
の
一
年
間
の
活
動
報
告
と
な
っ

た
「
全
環
連
北
東
地
区
協
議
会
合
同

研
修
会
」
な
ど
の
各
種
研
修
会
、
そ
し

て
そ
の
準
備
に
伴
う
浄
化
槽
・
廃
棄
物

関
連
各
委
員
会
の
複
数
開
催
や
全
環

連
全
国
大
会
・
全
清
連
全
国
研
修
会
に

も
、
県
連
会
員
や
青
年
部
だ
け
で
な

く
県
清
掃
事
業
協
議
会
会
員
に
も
お

声
掛
け
し
て
運
営
や
ご
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。
当
連
合
会
の
活
性
化
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
私
個
人
と
し

ま
し
て
も
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
た
廃

棄
物
及
び
浄
化
槽
関
連
の
各
行
事
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
よ
り
知
識
や
見
識

を
深
め
る
事
が
叶
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
青
年
部
員
内
の
新
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
を

新
た
に
始
め
ら
れ
た
様
で
あ
り
ま
す
。

５
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
県
連
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
様
で
あ

り
ま
す
。
各
委
員
会
活
動
や
研
修

会
、
そ
の
後
の
懇
親
会
だ
け
で
は
生
ま

れ
な
い
新
し
い
交
流
が
芽
生
え
る
予
感

が
し
ま
す
。
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

頂
い
て
い
る
本
多
・
猪
俣
両
副
会
長
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
・

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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令
和
６
年
11
月
８
日
㈮
、
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お

い
て
、
当
県
連
主
催
に
て
「
令
和
６

年
度
北
海
道
・
東
日
本
地
区
協
議
会

理
事
会
及
び
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

本
年
は
青
年
部
東
日
本
地
区
協
議

会
研
修
会
も
当
県
で
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
、
数
年
ぶ
り
に
親
会
と
青
年

部
の
合
同
開
催
と
な
っ
た
。
県
外
39

名
、
本
会
35
名
の
計
74
名
が
参
加
。

理
事
会
で
は
、
昨
年
入
会
さ
れ
た
新

潟
県
環
境
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合　

近

会
長
同
席
の
も
と
、
今
後
の
地
区
協

議
会
総
会
・
研
修
会
及
び
全
国
大
会

の
地
区
内
開
催
順
番
の
再
確
認
が
行

わ
れ
た
。
研
修
会
で
は
、
昨
年
再
編

さ
れ
た
当
県
連
の
浄
化
槽
委
員
会　

松
宮
委
員
長
よ
り
「
福
島
県
の
浄
化

槽
清
掃
料
金
の
現
状
と
今
後
の
展

望
」、
廃
棄
物
関
連
委
員
会　

齋
藤

委
員
長
よ
り
「
来
る
べ
き
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
向
け
て
」
と
い
う
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
に
基
づ
い
た
事
業
発
表
と
、

県
浄
化
槽
協
会
か
ら
浄
化
槽
維
持
管

理
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
懇
親

会
、
翌
日
に
は
５
年
ぶ
り
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
北
東
地
区
及
び
青
年
部
東

日
本
地
区
と
県
連
組
合
員
合
同
で
開

催
さ
れ
た
。
来
年
度
研
修
会
は
山
形

県
で
開
催
予
定
。

　

令
和
６
年
10
月
７
日
㈪
、
当
連
合

会
と
県
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進

協
議
会
会
長
で
あ
る
高
松
義
行
本
宮

市
長
、
県
浄
化
槽
協
会
の
紺
野
正
雄

会
長
は
、
３
団
体
合
同
で
福
島
県
に

対
す
る
要
望
活
動
を
行
い
、
浄
化
槽

を
通
し
た
水
環
境
の
保
全
と
計
画
的

な
整
備
推
進
を
図
る
よ
う
そ
の
実
現

を
強
く
訴
え
た
。

　

要
望
は
、
①
浄
化
槽
法
第
54
条
に

基
づ
く
協
議
会
の
設
置
、
②
浄
化
槽

分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
支

援
、
③
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

に
関
す
る
啓
発
、
④
被
災
及
び
老
朽

化
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の
更
新
費

用
に
係
る
補
助
創
設
、
⑤
猪
苗
代
湖

周
辺
地
域
に
お
け
る
り
ん
除
去
型
浄

化
槽
の
維
持
管
理
費
補
助
制
度
の
創

設
、
⑥
環
境
省
主
催
の
浄
化
槽
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
の
本
県
開
催
な
ど
浄
化

槽
関
連
予
算
の
充
実
に
つ
い
て
の
６

項
目
。

　

３
会
長
が
細
川
了
福
島
県
生
活
環

境
部
長
に
要
望
書
を
提
出
し
、
そ
の

後
部
長
・
推
進
監
ほ
か
関
係
課
長
と

懇
談
を
行
い
浄
化
槽
整
備
事
業
予
算

等
の
拡
充
を
求
め
た
。

　

な
お
、
山
川
会
長
か
ら
重
ね
て
廃

棄
物
関
連
委
員
会
が
行
っ
た
組
合
員

へ
の
浄
化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
の
Ｄ

Ｘ
化
ア
ン
ケ
ー
ト
の
件
や
、
単
独
処

理
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
・
法

定
検
査
に
は
県
や
各
市
町
村
か
ら
使

用
者
に
対
す
る
広
報
活
動
が
不
可
欠

で
あ
る
と
意
見
を
申
し
述
べ
た
。

　

令
和
６
年
７
月
22
日
㈪
、
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お

い
て
、
廃
棄
物
関
連
委
員
会
主
催
の

研
修
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
本

会
理
事
を
は
じ
め
廃
棄
物
関
連
委
員

会
と
青
年
部
、
そ
し
て
福
島
県
清
掃

事
業
協
議
会
か
ら
25
名
が
参
加
。

（
一
社
）
全
国
清
掃
事
業
連
合
会
へ

出
向
さ
れ
て
い
る
岡
理
事
を
通
じ

て
、
専
務
理
事
の
山
田 

久
様
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
一
般
廃
棄
物

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
ｉ
ｎ
ふ
く
し

ま
」
以
来
７
年
が
経
過
し
、
当
時
参

加
さ
れ
た
理
事
・
会
員
か
ら
世
代
交

代
が
顕
著
な
当
県
連
会
員
に
、
廃
棄

物
関
連
全
般
の
最
新
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
有
意
義
な
研
修
会
と

な
っ
た
。

　

当
日
の
早
朝
に
発
生
し
た
東
海
道

新
幹
線
名
古
屋
・
浜
松
間
の
脱
線
事

故
の
影
響
で
、
様
々
な
列
車
を
乗
り

継
ぎ
な
が
ら
、
な
ん
と
か
研
修
会
開

始
30
分
後
に
無
事
会
場
入
り
さ
れ
た

山
田
専
務
か
ら
は
「
地
元
の
廃
棄
物

運
搬
・
処
理
を
司
る
者
と
し
て
、
７

年
間
も
公
式
な
廃
棄
物
研
修
会
を
開

催
し
な
か
っ
た
の
は
如
何
な
も
の
な

の
か
。
毎
年
６
月
末
に
環
境
省
が
公

表
す
る
新
方
針
を
理
解
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

し
っ
か
り
我
々
に
活
も
入
れ
て
頂

き
、
研
修
時
間
延
長
後
の
質
疑
応
答

の
際
に
は
「
人
口
減
少
で
の
業
務
減

少
に
対
し
て
、
我
々
の
業
務
存
続
の

た
め
に
は
業
者
間
の
〝
競
争
〟
か
ら

〝
共
創
〟
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
、

協
業
化
な
ど
団
結
と
結
束
が
必
要
で

あ
る
」
と
明
確
な
回
答
が
あ
っ
た
。

　

終
了
後
は
、
会
場
を
別
に
移
し
て

意
見
交
換
会
も
実
施
さ
れ
た
。
今
後

は
、
当
連
合
会
も
定
期
的
に
廃
棄
物

関
連
の
研
修
会
を
開
催
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
心
に
期
し
た
。

山
田
久
専
務
理
事
を
迎
え
最
新
の
知
識
を
深
め
た
「
廃
棄
物
関
連
委
員
会
研
修
会
」

山
田
久
専
務
理
事
を
迎
え
最
新
の
知
識
を
深
め
た
「
廃
棄
物
関
連
委
員
会
研
修
会
」
福
島
県
へ
の
要
望
書
提
出

福
島
県
へ
の
要
望
書
提
出

浄
化
槽
に
よ
る
水
環
境
の
保
全
と
計
画
的
な
整
備
推
進
の
実
現
を
求
め
る

浄
化
槽
に
よ
る
水
環
境
の
保
全
と
計
画
的
な
整
備
推
進
の
実
現
を
求
め
る

全
国
環
整
連　
北
海
道
・
東
日
本
地
区
協
議
会
・
青
年
部
東
日
本
地
区
協
議
会　
合
同
研
修
会
開
催

全
国
環
整
連　
北
海
道
・
東
日
本
地
区
協
議
会
・
青
年
部
東
日
本
地
区
協
議
会　
合
同
研
修
会
開
催

浄
化
槽
委
員
会
・
廃
棄
物
関
連
委
員
会　
両
委
員
長
よ
り
事
業
発
表

浄
化
槽
委
員
会
・
廃
棄
物
関
連
委
員
会　
両
委
員
長
よ
り
事
業
発
表

〜おめでとうございます〜
岡 光義 代表理事 環境大臣表彰を受賞

　令和６年10月１日㈫に東京都市ヶ谷で開催された
「浄化槽の日」第38回全国浄化槽大会にて、当県連
にて副会長・会長を歴任され、本県の健全な浄化槽
維持管理に長年寄与されている、いわき市環境整備
事業協同組合の岡 光義 代表理事 が、循環型社会形
成推進功労者等環境大臣表彰を受賞されました。
　当日は、ご本人が上京され他の受賞者と共に表彰
を授与されました。
　岡 光義 代表理事の今後のご活躍をご期待してお
ります。

全
国
環
整
連
全
国
大
会
ｉ
ｎ
山
形

全
国
環
整
連
全
国
大
会
ｉ
ｎ
山
形

全
清
連
全
国
研
修
大
会
・

全
清
連
全
国
研
修
大
会
・

浄
化
槽
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
宮
城　
開
催

浄
化
槽
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
宮
城　
開
催
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 令和７年２月１日 広報　福 島 環 整 連⑶

　

令
和
６
年
11
月
８
日
㈮
、
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お

い
て
、
当
県
連
主
催
に
て
「
令
和
６

年
度
北
海
道
・
東
日
本
地
区
協
議
会

理
事
会
及
び
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

本
年
は
青
年
部
東
日
本
地
区
協
議

会
研
修
会
も
当
県
で
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
、
数
年
ぶ
り
に
親
会
と
青
年

部
の
合
同
開
催
と
な
っ
た
。
県
外
39

名
、
本
会
35
名
の
計
74
名
が
参
加
。

理
事
会
で
は
、
昨
年
入
会
さ
れ
た
新

潟
県
環
境
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合　

近

会
長
同
席
の
も
と
、
今
後
の
地
区

協
議
会
総
会
・
研
修
会
及
び
全
国

大
会
の
地
区
内
開
催
順
番
の
再
確

認
が
行
わ
れ
た
。
研
修
会
で
は
、

昨
年
再
編
さ
れ
た
当
県
連
の
浄
化

槽
委
員
会　

松
宮
委
員
長
よ
り

「
福
島
県
の
浄
化
槽
清
掃
料
金
の
現

状
と
今
後
の
展
望
」、
廃
棄
物
関
委

員
会　

齋
藤
委
員
長
よ
り
「
来
る

べ
き
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向
け
て
」

と
い
う
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

い
た
事
業
発
表
と
、
県
浄
化
槽
協

会
か
ら
浄
化
槽
維
持
管
理
の
Ｄ
Ｘ

化
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
懇
親

会
、
翌
日
に
は
５
年
ぶ
り
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
北
東
地
区
及
び
青
年
部
東

日
本
地
区
と
県
連
組
合
員
合
同
で
開

催
さ
れ
た
。
来
年
度
研
修
会
は
山
形

県
で
開
催
予
定
。

全
国
環
整
連
全
国
大
会
ｉ
ｎ
山
形

全
国
環
整
連
全
国
大
会
ｉ
ｎ
山
形

全
清
連
全
国
研
修
大
会
・

全
清
連
全
国
研
修
大
会
・

浄
化
槽
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
宮
城　
開
催

浄
化
槽
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
宮
城　
開
催

　

令
和
６
年
10
月
10
日
㈭
、
山
形
県

の
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
に
お
い

て
、「
全
国
環
整
連
第
48
回
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
第
48
回
全
国

大
会
は
、
山
形
県
連
の
創
立
60
周
年

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
昨

年
同
様
に
大
会
式
典
、
講
演
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
大
会
宣

言
、
懇
親
会
が
１
日
開
催
で
行
わ
れ

た
。
本
会
か
ら
は
青
年
部
員
を
含
め

51
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
、「
一
般
廃
棄
物
の

適
正
処
理
と
処
理
計
画
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
環
境
省
環
境
再
生
・
資
源

循
環
局
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
課
長

の
講
演
、
そ
し
て
「
人
口
減
少
に
対

応
し
た
行
政
と
業
界
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
次
年
度

は
東
京
都
内
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

優
良
役
員
表
彰

㈲
い
わ
き
環
境
セ
ン
タ
ー長

尾　

昌
也

㈱
福
島
県
南
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

井
坂　

和
吉

優
良
従
業
員
表
彰

＊
勤
続
30
年
の
部
＊

㈱
昭
和
衛
生
セ
ン
タ
ー

大
石
美
恵
子

＊
勤
続
20
年
の
部
＊

会
津
清
掃
㈲�
星　

え
り
子

青
木　
　

健

い
わ
き
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

吉
田　
　

賢

（
敬
称
略
）

　

令
和
６
年
10
月
23
日
㈬
、
東
京
都

内
の
砂
防
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
清
掃
事
業
連
合
会
全
国
研
修
大

会
」
に
、
山
川
会
長
、

本
多
副
会
長
、
斎
藤
廃

棄
物
関
連
委
員
長
、
高

橋
青
年
部
長
、
福
島
県

清
掃
事
業
協
議
会
よ
り

岡
会
長
ほ
か
会
員
10
名

が
出
席
し
た
。
５
年
ぶ

り
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

規
模
で
の
開
催
と
な
り

全
国
か
ら
４
０
０
名
が

終
結
し
、
東
海
大
学
副

学
長
の
特
別
講
演
や
課

題
提
起
、
大
会
決
議
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
提
案
が
行

わ
れ
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
翌
日
24
日
㈭

は
、
宮
城
県
仙
台
市 

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
「
浄
化
槽
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
宮
城
」
が
開
催

さ
れ
山
川
会
長
が
出
席

し
た
。
東
北
お
よ
び
宮

城
県
で
の
開
催
は
８
年

ぶ
り
。
環
境
省
な
ど
か

ら
の
４
講
演
を
、
宮
城

県
内
の
行
政
関
係
者
や

県
・
市
議
会
議
員
、
東

北
各
地
の
浄
化
槽
団
体

や
業
者
と
共
に
研
修

し
、
浄
化
槽
の
現
状
や

今
後
の
見
込
み
な
ど
最

新
の
情
報
が
提
供
さ
れ

た
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
他

県
で
の
研
修
会
開
催
の
折
り
に
は
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
10
月
30
日
㈬
よ
り
２
日

間
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
38

回
全
国
浄
化
槽
技
術
研
究
集
会
」
に

本
県
連
の
本
多
幸
雄
副
会
長
と
田
原

義
久
理
事
が
参
加
さ
れ
、
翌
日
の

「
第
46
回
浄
化
槽
行
政
担
当
者
研
究

会
」
の
浄
化
槽
検
査
員
研
究
会
内

で
、
本
多
副
会
長
が
「
ベ
ト
ナ
ム
に

お
け
る
浄
化
槽
普
及
に
向
け
た
現
状

と
課
題
」
と
い
う
題
で
講
演
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
同
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
浄
化
槽
国
際
展
開
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
」
内
で
、
田
原
事
理
が
「
海
外
に

お
け
る
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
」
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
。

　

平
成
30
年
～
令
和
２
年
の
５
年

間
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（JICA

）
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援

事
業
「
案
件
化
調
査
」
に
参
加
さ

れ
、
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
生
活

排
水
処
理
技
術
で
あ
る
浄
化
槽
の
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
普
及
を
図
り
、
同
国
の

水
環
境
改
善
に
貢
献
す
る
た
め
、
生

活
排
水
処
理
の
現
状
、
導
入
済
み
浄

化
槽
の
現
状
等
を
調
査
し
、
適
切
な

維
持
・
管
理
、
法
制
度
の
整
備
や
運

用
の
重
要
性
を
紹
介
す
る
活
動
を

行
っ
た
二
人
の
経
験
と
実
績
が
披
露

さ
れ
た
。

本
多
副
会
長
と
田
原
理
事
が

本
多
副
会
長
と
田
原
理
事
が

「
全
国
浄
化
槽
技
術
研
究
集
会
」
で
講
演
・
提
案

「
全
国
浄
化
槽
技
術
研
究
集
会
」
で
講
演
・
提
案

令和６年度　浄化槽行政職員研修会
浄化槽の「これから」など最新の情報を提供
　令和６年８月７日㈬、郡山市のユラックス熱海
で開催された「浄化槽行政職員研修会」に山川会
長が出席した。福島県合併処理浄化槽普及促進協
議会が毎年開催し、本年は福島県及び県内各市町
村の浄化槽担当職員62名が出席。
　福島県生活環境部一般廃棄物課主事 照沼大誠
様より「浄化槽行政について」、全国浄化槽推進
市町村協議会 事務局長 久川 和彦様より「浄化槽
法及び関係法令」「全国浄化槽行政担当者会議の
概要」などの説明が行われ、近年あらためて排水
処理施設として脚光を浴びている浄化槽につい
て、本年度や今後の見込みなど最新の情報が提供
された。
　例年１／３ほどが新規の参加者となるとのこと
で、講師の講演だけでなく参加者同士でも各市町
村における現状の意見交換が行われた。
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令和７年２月１日 広報　福 島 環 整 連 ⑷
　

福
島
県
環
境
整
備
協
同
組
合
連
合

会
青
年
部
で
は
、
令
和
６
年
５
月
24

日
㈮
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ

ク
ス
に
お
い
て
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
本
出
席
20
名
、
委
任
状
出
席
４

名
。
議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で

意
義
な
く
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
に

つ
い
て
は
青
年
部
長
を
２
期
４
年
務

め
た
瀬
戸
崇
志
氏
が
退
任
し
、
新
役

員
改
選
に
よ
り
㈲
好
間
衛
生
社
の
高

橋
純
一
氏
が
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
郡
山
協
同
組

合
所
属
ク
ボ
タ
環
境
衛
生
㈲
横
山
雄

一
氏
が
卒
業
さ
れ
、
花
束
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

11
月
１
日
㈮
に
は
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
本
郷
清
掃
㈲
の
田
中
信
清

氏
が
新
入
部
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。

　

令
和
６
年
７
月
11
日
㈭
、
い
わ
き

市
の
い
わ
き
環
整
会
館
に
お
い
て

「
令
和
６
年
度
東
日
本
協
議
会
第
１

回
青
年
部
長
会
議
」
と
研
修
会
が
本

県
青
年
部
の
設
営
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、全
環
連 

山
本
青
年
部
長

ほ
か
岩
手
・
宮
城
・
山
形
・
秋
田
・

新
潟
・
静
岡
の
各
県
よ
り
20
名
、
本

県
の
高
橋
青
年
部
長
ほ
か
12
名
の
青

年
部
員
、
本
会
か
ら
山
川
会
長
・
本

多
副
会
長
、
開
催
組
合
か
ら
長
尾
副

理
事
長
・
近
藤
専
務
が
参
加
。

　

研
修
会
は
、（
公
社
）
福
島
県
浄

化
槽
協
会 

総
務
部
次
長
（
兼
）
検

査
部
主
任
検
査
員 

棚
木
康
仁
氏
を

招
い
て
、
第
１
部
「
福
島
県
に
お
け

る
浄
化
槽
の
普
及
、
促
進
に
つ
い

て
」、
第
２
部
「
こ
ど
も
環
境
教
室

に
つ
い
て
」
と
い
う
２
テ
ー
マ
で
、

本
県
の
浄
化
槽
施
工
・
保
守
点
検
・

清
掃
の
各
業
者
が
手
を
組
ん
で
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
の
報
告
と
説
明
を

行
い
、
各
県
の
参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

終
了
後
に
は
、
青
年
部
長
会
議
と

懇
親
会
、
翌
日
に
は
懇
親
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
理
事
及
び
青
年
部
は
、
先
進

地
視
察
と
し
て
令
和
６
年
３
月
５
日

㈫
～
６
日
㈬
に
三
重
県
津
市
及
び
美

並
伊
勢
町
の
２
施
設
、
４
月
18
日
㈭

～
19
日
㈮
に
は
埼
玉
県
春
日
部
市
に

設
置
さ
れ
て
い
る
首
都
圏
外
郭
放
水

路
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

三
重
県
で
は
、
給
水
を
得
ら
れ
に

く
い
場
所
で
も
使
用
で
き
る
循
環
型

水
洗
ト
イ
レ
「
ミ
ニ
ソ
フ
ィ
」
や
雨

水
貯
水
活
用
シ
ス
テ
ム
「
ア
メ
リ

オ
」
・
土
壌
微
生
物
膜
処
理
浄
化
槽

「
ソ
フ
ィ
ー
ル
」
を
併
用
し
た
公
共

ト
イ
レ
の
使
用
状
況
、
そ
し
て
埼
玉

県
で
は
、
国
道
16
号
の
地
下
約
50
ｍ

に
あ
る
首
都
圏
を
水
害
か
ら
守
る
世

界
最
大
級
の
防
災
施
設
を
確
認
し

た
。

　

令
和
２
年
２
月
に
行
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
視
察
以
来
の
遠
方
へ
の
視
察
研
修

会
、
そ
し
て
青
年
部
長
期
間
が
感
染

症
拡
大
防
止
期
間
と
重
な
っ
た
瀬
戸

前
青
年
部
長
の
想
い
も
あ
り
、
ど
ち

ら
も
多
く
の
県
連
理
事
や
青
年
部
員

が
参
加
し
た
。
終
了
後
は
、
現
地
に

て
講
師
を
交
え
た
意
見
交
換
会
も
実

施
さ
れ
た
。

青年部から

全
国
環
整
連
青
年
部　
東
日
本
地
区
協
議
会

全
国
環
整
連
青
年
部　
東
日
本
地
区
協
議
会

青
年
部
長
会
議
研
修
会
開
催

青
年
部
長
会
議
研
修
会
開
催

岩
手・宮
城・山
形・秋
田・新
潟・静
岡
の
各
県
よ
り

岩
手・宮
城・山
形・秋
田・新
潟・静
岡
の
各
県
よ
り
2020
名
参
加

名
参
加

青
年
部
定
時
総
会
開
催

青
年
部
の
バ
ト
ン
、

瀬
戸
氏
か
ら
高
橋
氏
へ

お知らせ
令和７年度通常総会は

５月30日㈮
母畑温泉 八幡屋（石川町）

で開催します
ご出席お待ちしています

青年部研修会
身近に潜む労務関係の落とし穴
〜ケーススタディを中心に〜

　令和６年２月29日㈭、弁護士で社会
保険労務士の都築直哉氏を講師に迎え
「青年部研修会」を開催した。
　取引や労務関係では「契約書」の作
成が重要であることや「働きやすい環
境」を整えることで労働トラブルを未然
に防げることなどが紹介された。
　労働関連法規は使用者に対して厳し
いため、事前に弁護士や社会保険労務
士に相談することが重要なこと、また中
小企業診断士などに相談して少しずつ
組織を改善していくことが業績向上の
きっかけになるとしめくくられた。

三
重
県
津
市
及
び
美
並
伊
勢
町
、

三
重
県
津
市
及
び
美
並
伊
勢
町
、

埼
玉
県
春
日
部
市
で
「
先
進
地
視
察
研
修
会
」
を
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催

埼
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県
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で
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催
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